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　強相関ワイル・ディラック電子の新しい量子物性を探索すること

をテーマとして研究を行っております。パイロクロア型やペロブス

カイト型構造のイリジウム酸化物を対象として、超高圧合成法やフ

ラックス法を用いた物質開発、磁気伝導測定、赤外−紫外精密分光

などを主な手法として研究を進めています。

　トポロジカル半金属の研究は Cd3As2 や TaAs などの化合物半導体

や金属を中心にこの数年で急速に研究が進んでおり、超高移動度電

子、巨大磁気抵抗効果、カイラル異常など相対論的電子の特徴がよ

く表れている現象が数多く報告されています。多くの研究は独立粒

子近似がよく成り立つ物質を対象としていますが、電子間相互作用

の効果が顕著になった強相関効果にも関心が集まってきています。

私自身は遷移金属酸化物の磁気・軌道秩序やモット転移を専門にし

てきた経緯があり、ディラック電子やワイル電子のモット物理や磁

性との関連に興味を持って研究を行っています。

　パイロクロア型イリジウム酸化物はモット転移を示す物質として

10 年以上前から知られていますが、最近、強相関ワイル電子のモッ

ト転移という視点から興味が持たれている物質です [1]。私たちのグ

ループで超高圧合成によって組成を制御した試料を合成して輸送特

性や電荷ダイナミクスを調べたところ、モット転移近傍でワイル半

金属に特徴的なゼロギャップ状態が生じる事や反強磁性磁壁に金属

的なエッジ状態が現れる事が明らかになりました。最近では単結晶

を用いた磁場中での電子相探索やモット臨界性について研究を進め

ています。磁気抵抗やホール効果などから構築した温度、圧力、磁

場相図に基づくと、磁場中では磁気対称性に応じて異なる複数のワ

イル半金属相が生じており、モット転移近傍で相競合が生じている

らしいことが分かってきました [2]。特に、ワイル半金属相は磁場中

では相としてある程度の領域に広がっているものの、モット絶縁体

相や常磁性金属相と比べると相図中のごく狭い領域に限定されてい

る傾向にあるようです。このようなモット臨界性の特徴は強相関ワ

イル電子の一側面をあらわしたものだと考えていますが、超高移動

度やカイラル異常などの相対論的電子の特徴がどのような形で強相

関ワイル半金属で見られるかが今後の課題だと考えています。
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